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自
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す
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か

萩
原
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こ
と
ば
で
見
よ
う

見
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
頭
脳
の
な
か
に
対
象
物
を
「
イ
メ
ー
ジ
」
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
を
書
き
出
す
と
き
に
、
文
章

に
す
る
か
、
ま
た
画
像
に
す
る
か
の
二
者
択
一
の
方
法
が
私
た
ち
に
は
存
在
す
る
。
あ
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
両
用
し
て
活
写
す

る
こ
と
も
あ
る
。
古
典
で
云
え
ば
、
「
絵
巻
物
」の
世
界
が
詞
書
き
と
装
飾
画
と
か
ら
な
っ
て
い
て
、
や
が
て
、
現
代
の
マ
ン
ガ
の
世
界

へと
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
文
章
と
画
像
と
で
ど
う
描
き
方
が
異
な
る
か
を
ま
ず
知
る
こ
と
で
あ
る
。
画
家
は
、
対
象
物
を
描
く
と
き
、
色
や
形

を
見
て
い
る
。
で
は
、
作
家
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
。
た
と
え
ば
、
「
月
を
見
る
」
。
そ
れ
は
「
月
」
と
い
う
こ
と
ば
で
対
象
見
る
の
で

あ
る
。
月
が
青
白
く
夜
空
に
光
っ
て
い
る
。
時
に
は
西
の
低
い
空
に
真
っ
赤
な
月
が
あ
か
あ
か
と
た
ゆ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
光

る
」
「
た
ゆ
た
う
」と
い
う
こ
と
ば
の
概
念
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
画
家
は
、
「
光
る
月
」
も
「
地
に
た
ゆ
た
う
月
」
と
こ
と

ば
で
表
現
し
な
く
て
も
そ
の
景
物
を
活
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
画
家
は
月
を
色
か
ら
切
り
離
し
て
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

形
を
変
容
さ
せ
て
描
く
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
具
象
化
し
て
形
を
描
か
な
い
月
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
故
、
画
家
に
は
古

え
の
阿
倍
仲
麻
呂
が
古
郷
で
あ
る
奈
良
の
春
日
山
を
遙
か
に
偲
ん
で
見
た
で
あ
ろ
う
昇
り
く
る
月
、
隠
遁
者
吉
田
兼
好
が
眺
め

た
で
あ
ろ
う
冴
え
た
月
を
描
け
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
遠
い
時
代
の
色
や
形
を
描
け
な
い
か
ら
だ
。
い
わ
ば
画
家
は
常
に
今
こ
の
目

で
実
際
見
て
い
る
月
を
描
く
の
だ
。
一
方
、
作
家
は
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
し
て
、
こ
と
ば
で
名
付
け
て
い
か
ね
ば
「
光
る
月
」

も
「
た
ゆ
た
う
月
」
「
冴
え
き
っ
た
月
」
も
見
え
て
こ
な
い
。
「
光
る
」
「
た
ゆ
た
う
」
「
冴

え
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
「
月
」
と
い
う
景
物
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
凡
て
の

色
・
形
・
感
覚
・
陰
影
な
ど
、
こ
と
ば
で
言
い
表
す
が
故
で
あ
る
。
「
月
影
」
「
白
く
丸

い
餅
の
よ
う
な
月
」
「
お
盆
の
よ
う
な
月
」
と
い
う
、
こ
れ
ら
が
書
き
手
か
ら
読
み
手

へ
伝
え
て
い
く
。
そ
の
伝
達
過
程
が
こ
と
ば
に
は
あ
る
か
ら
だ
。
月
の
世
界
を
連
想

す
る
、
想
像
す
る
語
ら
い
が
生
ま
れ
て
く
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
景
物
を
描
く
こ

と
は
作
家
の
個
性
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
文
章
を
書
く
こ
と
で
、
連
想
・
想
像
す
る

源
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
そ
の
活
写
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
作
家
の
感
性
は
大
い

に
特
異
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

夜
空
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
月
と
い
う
対
象
景
物
を
「
月
」
と
言
い
放
っ
て
も
、
そ
こ

に
は
何
も
の
が
描
く
で
あ
ろ
う
つ
ま
ら
な
い
あ
り
き
た
り
の
「
月
」
が
あ
る
に
過
ぎ

な
い
。
だ
が
、
作
家
や
詩
人
た
ち
は
、
こ
の
「
月
」
を
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
に
委
ね
、

あ
り
き
た
り
の
こ
と
ば
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
っ
て
い
く
努
力
を
絶
え
間
な
く
続
け

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
「
こ
と
ば
の
活
写
作
業
」
と
い
う
行
為
そ
の

も
の
な
の
で
あ
る
。
一
語
一
語
の
こ
と
ば
に
己
の
心
を
乗
せ
て
紡
ぎ
出
す
。
「
こ
と

ば
で
書
く
」
と
い
う
行
為
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
成
る
ま
い
。

「月
に
学
ぶ
」―
名
月
と
十
三
夜
―



東
洋
で
は
、
観
月
の
宴
が
古
来
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。
中
国
の
中
秋
節
は
、
や
が
て
本
邦
に
移
入
さ
れ
、
八
月
十
五
夜
の
名
月

と
し
て
観
賞
す
る
。
『
月
令
広
義
』
に
、

十
五
日
中
秋
節

秋
九
十
日
、
是
日
為
二

中
秋
一

、
是
夕
月
中
レ

天
是
正
、

乃
太
陰
朝
レ

元
、
宜
二

守
レ

夜
焼
一レ

香
。

三
五
夕
三
五
十
五
夜
。

と
記
述
さ
れ
、
本
邦
の
文
献
資
料
の
初
出
は
、
島
田
忠
臣
『
田
氏
家
集
』
上
下
に
記
載
の
漢
詩
と
さ
れ
て
い
る
。

八
月
十
五
日
夜
宴
レ

月

夜
明
如
晝
宴
嘉
賓
。
老
兎
寒
蟾
助
主
人
。
欲
及
露
晞
天
向
曙
。
未
曾
役
轄
滞

銀
輪

。

八
月
十
五
日
夜
惜
レ

月

月
好
偏
憐
是
夜
深
。
三
更
到
暁
可
分
陰
。
爭
教
天
柱
當
西
崎
。
礙
滞
明
光
不

肯
沈
。

八
月
十
五
日
夜
宴

隣
月
情
多
暗
数
蓂
。
遂
光
移
座
最
西
亭
。
若
令
他
夕
如
今
夜
。
不
惜
明
朝
一

莢
零
。

だ
が
、
観
月
の
宴
は
、
宮
中
年
中
行
事
と
し
て
正
式
に
定
ま
る
に
は
、
平
安
時
代
も
村
上
天
皇
の
御
代
で
あ
る
康
保
三
年
（
九

六
六
）に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
物
語
『
榮
花
物
語
』
月
の
宴
卷
に
、

康
保
三
年
八
月
十
五
夜
、
月
の
宴
せ
さ
せ
給
は
ん
と
て
、
清
涼
殿
の
御
前
に
、
皆
方
分
ち
て
前
栽
植
へ
さ
せ
給
ふ
。
左
の
頭
に

み
な
か
た
わ
か

う

た
ま

は
、
繪
所
別
當
藏
人
少
將
濟
時
と
あ
る
は
、
小
一
條
の
師
尹
の
大
臣
の
御
子
、
今
の
宜
耀
殿
の
女
御
の
御
兄
な
り
。
右
の
頭
に
は
、

お

と

ゞ

い
ま

せ

う

と

造
物
所
の
別
當
右
近
少
將
爲
光
、
こ
れ
は
九
條
殿
の
九
郎
君
な
り
。
劣
ら
じ
ま
け
じ
と
挑
み
か
は
し
て
、
繪
所
の
方
に
は
洲
濱
を

つ
く

も

ど

こ
ろ

お
と

い
ど

す

は

ま

繪
に
書
き
て
、
く
さ
／
゛
＼
の
花
ひ
た
る
に
勝
り
て
書
き
た
り
。
遣
水
・
巖
み
な
書
き
て
、

ゑ

か

は
な

ま
さ

か

や

り
み
づ

い
は
ほ

か

銀

を
ま
せ
の
か
た
に
し
て
、
よ
ろ
づ
の
蟲
ど
も
を
住
ま
せ
、
大
井
に
逍
遥
し
た
る
か
た
を
書

し
ろ
が
ね

む
し

す

か

き
て
、
鵜
船
に
篝
火
と
も
し
た
る
か
た
を
書
き
て
、
蟲
の
か
た
は
ら
に
歌
は
書
き
た
り
。

う

ぶ

ね

か

ゞ

り

か

む
し

う

た

か

造
物
所
の
方
に
は
、
お
も
し
ろ
き
洲
濱
を
彫
り
て
、
潮
み
ち
た
る
か
た
を
つ
く
り
て
、
色
／

〈
ツ
ク
モ
ド
コ
ロ
〉

か
た

す

は

ま

ゑ

し
ほ

い
ろ

＼
の
造
花
を
植
へ
、
松
竹
な
ど
を
彫
り
付
け
て
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。
か
ゝ
れ
ど
も
、
歌
は

つ
く
り
ば
な

う

ま

つ
た
け

ゑ

つ

う
た

女
郎
花
に
ぞ
つ
け
た
る
。
左
方
、

お

み

な

へ
し君

が
た
め
花
植
へ
そ
む
と
告
げ
ね
ど
も
千
代
ま
つ
の
音
に
ぞ
な
き
ぬ
る

き
み

は
な

う

つ

ち

よ

ね

右
方
、

心
し
て
今
年
は
匂
へ
女
郎
花
咲
か
ぬ
花
ぞ
と
人
は
見
る
と
も

こ
ゝ
ろ

こ

と

し

に
ほ

お

み

な

へ
し

さ

は
な

み

御
遊
あ
り
て
、
上
達
部
多
く
參
り
給
ひ
て
、
御
祿
さ
ま
／

＼゙
な
り
。

お

ほ

ま

い

た
ま

と
村
上
天
皇
が
詩
歌
を
好
ま
れ
月
の
宴
が
催
さ
れ
た
こ
と
を
描
か
い
て
い
る
。
物
語
と
し
て
は
、
光
源
氏
の
君
が
須
磨
に
赴
く
身

と
な
っ
て
、
遠
く
都
の
観
月
の
宴
を
恋
い
慕
う
樣
を
紫
式
部
は
『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
卷
に
、

月
の
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
に
、
「
今
宵
は
十
五
夜
な
り
け
り
」

と
思
し
出
で
て
、
殿
上
の
御
遊
び
恋
し
く
、

「所
々
眺
め
た
ま
ふ
ら
む
か
し
」

と
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
の
み
ま
も
ら
れ
た
ま
ふ
。

と
描
き
出
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
後
見
人
で
あ
っ
た
藤
原
道
長
は
、

こ
の
世
を
ば
わ
が
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の
虧
け
た
る
こ
と
な
し
と
思
へ
ば

か

と
『
小
右
記
』
に
歌
う
。

だ
が
、
現
在
の
私
た
ち
が
十
五
夜
に
「
月
見
団
子
」
を
供
え
る
風
習
に
つ
い
て
は
ま
だ
こ
の
時
代
に
は
芽
生
え
て
い
な
い
。
い
わ
ば
、

詩
歌
管
弦
の
月
見
の
宴
で
し
か
な
い
よ
う
だ
。
時
代
は
降
っ
て
室
町
時
代
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
式
例
を
記
録
し
た
『
年
中
恒
例
記
』

に
月
に
供
華
す
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
十
三
夜
の
月
宴
も
見
え
、
こ
ち
ら
は
日
本
独
特
の
行
事
の
よ
う
だ
。



月
と
い
う
景
物

こ
れ
ま
で
、
月
と
い
う
景
物
を
活
写
す
る
過
程
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
何
故
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
求
め
て
き
た
か
と
い
え

ば
、
そ
れ
が
こ
と
ば
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
有
す
る
「
月
」
と
い
う
景
物
が
私
た
ち
人
類
と
様
々
な
と
こ
ろ
、
時
空
の
な
か
で
拘
わ
っ
て
い

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

月
に
創
造
物
を
求
め
た
人
の
営
み
に
は
、
「月
兎
」
の
譚
は
重
要
な
素
材
で
も
あ
っ
た
。

『今
昔
物
語
集
』
巻
第
五
・
三
獸
行
菩
薩
道
、
兎
焼
身
語
第
十
三
に
、

今
昔
、
天
竺
ニ
兎
・
狐
・
猿
、
三
ノ
獸
有
テ
共
ニ
誠
ノ
心
ヲ
発
ヲ
コ
シ
テ
菩
薩
ノ
道
ヲ
行
ヒ
ケ
リ
。
各
思
ハ
ク
、

「
我
等
前
世
ニ
罪
障
深
重
ニ
シ
テ
賎
キ
獸
ト
生
タ
リ
。
此
レ
、
前
世
ニ
、
生
有
ル
者
ヲ
不
哀
ズ
、
財
物
ヲ
惜
テ
人
ニ

不
与
ズ
。
如
此
ク
ノ
罪
ミ
深
ク
シ
テ
地
獄
ニ
堕
テ
苦
ヲ
久
ク
受
テ
残
ノ
報
ニ
カ
ク
生
タ
ル
也
。
然
レ
バ
此
ノ
度
ビ
、

此
ノ
身
ヲ
捨
テ
ム
」
。
年
シ
、
我
ヨ
リ
老
タ
ル
ヲ
バ
祖
ノ
如
ク
ニ
敬
ヒ
、
年
、
我
ヨ
リ
少
シ
進
タ
ル
ヲ
バ
兄
ノ
如
ク
ニ
シ
、

年
、
我
レ
ヨ
リ
少
シ
劣
タ
ル
ヲ
バ
弟
ノ
如
ク
哀
ビ
、
自
ラ
ノ
事
ヲ
バ
捨
テ
ヽ
、
他
ノ
事
ヲ
前
ト
ス
。
天
帝
尺
、
此
レ
ヲ
見
ミ
給
テ
、
「
此

等
、
獸
ノ
身
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
難
有
キ
心
也
。
人
ノ
身
ヲ
受
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
或
ハ
生
タ
ル
者
ヲ
殺
シ
、
或
ハ
人
ノ
財
ヲ
奪
ヒ
、
或
ハ

父
母
ヲ
殺
シ
、
或
ハ
兄
弟
ヲ
讎
敵
ノ
如
ク
思
ヒ
、
或
ハ
咲
ノ
内
ニ
モ
悪
シ
キ
思
ヒ
有
リ
、
或
ハ
戀
タ
ル
形
ニ
モ
嗔
レ
ル
心
深
シ
。
何
况
ヤ
、

如
此
ノ
獸
ハ
、
實
ノ
心
深
ク
難
思
シ
。
然
レ
バ
試
ム
」
ト
思
シ
テ
忽
ニ
老
タ
ル
翁
ノ
无
力
ニ
シ
テ
羸
レ
无
術
氣
ナ
ル
形
ニ
變
ジ
テ
、
此
ノ

三
ノ
獸
ノ
有
ル
所
ニ
至
給
テ
宣
ハ
ク
、
「
我
レ
、
年
老
ヒ
羸
レ
テ
為
ム
方
无
シ
。
汝
達
、
三
ノ
獣
、
我
レ
ヲ
養
ナ
ヒ
給
ヘ
。
我
レ
子
无
ク
家

貧
ク
シ
テ
食
物
无
シ
。
聞
ケ
バ
、
汝
達
、
三
ノ
獸
、
哀
ミ
ノ
心
深
ク
有
リ
」
ト
。
三
ノ
獣
、
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
云
ク
、
「
此
レ
、
我
等
ガ
本

等
ガ
本
ノ
心
也
。
速
ニ
可
養
シ
」
ト
云
テ
、
猿
ハ
木
ニ
登
テ
、
栗
・
柿
・
梨
子
・
棗
・
柑
子
・
橘
・
縋
・
椿
・
栗
・
郁
子
・
山
女
等
ヲ
取
テ
持

コ
ク
ハ

来
リ
、
里
ニ
出
テ
ハ
瓜
、
・
茄
子
・
大
豆
・
小
豆
・
大
角
豆
・
粟
・
稗
・
黍
ビ
等
ヲ
取
テ
持
来
テ
好
ミ
ニ
随
テ
令
食
シ
ム
。
狐
ハ
墓
屋
ノ
邊

ニ
行
テ
人
ノ
祭
リ
置
タ
ル
粢
・
炊
交
・
鮑
・
鰹
、
種
々
ノ
魚
類
等
ノ
取
テ
持
来
テ
思
ヒ
ニ
随
テ
令
食
ム
ル
ニ
、
翁
既
ニ
飽
満
シ
ヌ
。
如
此

ク
シ
テ
日
来
ヲ
經
ル
ニ
、
翁
ノ
云
ク
、
「
此
ノ
二
ノ
獣
ハ
實
ニ
深
キ
心
有
リ
ケ
リ
。
此
レ
、
既
ニ
菩
薩
也
ケ
リ
」
ト
云
フ
ニ
、
兎
ハ
勵
ノ
心

ヲ
発
シ
テ
燈
ヲ
取
テ
、
耳
ハ
高
ク
傴
セ
ニ
シ
テ
、
目
ハ
大
キ
ニ
、
前
ノ
足
短
カ
ク
、
尻
ノ
穴
ハ
大
キ
ニ
開
テ
、
東
西
南
北
求
メ
行
ル
ケ
ド
モ
、

更
ニ
求
メ
得
タ
ル
物
无
シ
。
然
レ
バ
猿
・
狐
ト
翁
ト
、
且
ハ
耻
シ
メ
、
且
ハ
蔑
ヅ
リ
咲
ヒ
テ
勵
セ
ド
モ
力
不
及
ズ
シ
テ
、
兎
ノ
思
ハ
ク
、

「
我
レ
翁
ヲ
養
ハ
ム
ガ
為
ニ
野
山
ニ
行
ク
ト
云
ヘ
ド
モ
、
野
山
怖
シ
ク
破
无
シ
。
人
ニ
被
殺
レ
、
獸
ニ
可
被
煥
シ
、
徒
ニ
、
心
ニ
非
ズ
、
身
ヲ

ク
ラ
ハ

失
フ
事
无
量
シ
。
只
不
如
ジ
、
我
レ
今
、
此
ノ
身
ヲ
捨
テ
ヽ
此
ノ
翁
ニ
被
食
テ
永
ク
此
ノ
生
ヲ
離
ム
」
思
テ
、
翁
ノ
許
ニ
行
テ
云
ク
、

「
今
、
我
レ
、
出
デ
ヽ
甘
美
ノ
物
ヲ
求
テ
来
ラ
ム
ト
ス
。
木
ヲ
拾
ヒ
テ
火
ヲ
焼
テ
待
チ
給
ヘ
」
ト
。
然
ラ
バ
猿
ハ
木
ヲ
拾
ヒ
テ
来
ヌ
。
狐
ハ

火
ヲ
取
テ
来
テ
焼
付
ケ
テ
、
若
シ
ヤ
ト
待
ツ
程
ニ
、
兎
、
持
ツ
物
无
ク
シ
テ
来
レ
リ
。
其
ノ
時
ニ
猿
・
狐
ネ
、
此
レ
ヲ
見
テ
云
ク
、
「
汝

ヂ
何
物
ヲ
カ
持
テ
来
ラ
ム
。
此
レ
、
思
ツ
ル
事
也
。
虚
言
ヲ
以
テ
人
ヲ
謀
テ
木
ヲ
拾
ハ
セ
火
ヲ
焼
セ
テ
、
汝
ヂ
火
ヲ
温
マ
ム
ト
テ
、
咆ア

ナ
ニ

ク
」
ト
云
ヘ
バ
、
兎
、
「
我
レ
、
食
物
ヲ
求
テ
持
来
ル
ニ
无
力
シ
。
然
レ
バ
只
我
ガ
身
ヲ
焼
テ
可
食
給
シ
」
ト
云
テ
、
火
ノ
中
ニ
踊
入
テ
焼

死
ヌ
。
其
ノ
時
ニ
天
帝
釋
、
本
形
ニ
復
シ
テ
、
此
ノ
兎
ノ
火
ニ
入
タ
ル
形
ヲ
月
ノ
中
ニ
移
シ
テ
、
普
ク
一
切
ノ
衆
生
ニ
令
見
ガ
為
メ
ニ

月
ノ
中
ニ
籠
メ
給
ヒ
ツ
。
然
レ
バ
月
ノ
面
ニ
雲
ノ
樣
ル
物
ノ
有
ハ
、
此
ノ
兎
ノ
火
ニ
焼
タ
ル
煙
也
。
亦
、
月
ノ
中
ニ
兎
ノ
有
ル
ト
云
ハ
此

ノ
兎
ノ
形
也
。
万
ノ
人
、
月
ヲ
見
ム
毎
ニ
此
ノ
兎
ノ
事
可
思
出
シ
。
〔
大
系
一

⑩
～

⑦
〕
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こ
の
出
典
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
七
の
「
婆
羅
蘿
（
女
黠
反
）
斯
國
」に
、

ク

烈
士
池
西
。
有
三
獸m

2
5
5
6
1

堵
波
。
是
如
來
修
菩
薩
行
時
。
燒
身
之
處
。
劫
初
時
。
於
此
林
野
有
狐
兔m

2
0
5
2
5

。
異
類
相
悦
。

時
天
帝
釋
。
欲
驗
修
菩
薩
行
者
。
降
靈
應
化
。
爲
一
老
夫
。
謂
三
獸
曰
。
二
三
子
善
安
隱
乎
。
無
驚
懼
耶
。
曰
渉
豐
草
。
遊
茂

林
。
異
類
同
歡
。
既
安
且
樂
。
老
夫
曰
聞
二
三
子
情
厚
意
密
。
忘
其
老
弊
。
故
此
遠
尋
。
今
正
飢
乏
。
何
以
饋
食
。
曰
幸
少
留

此
。
我
躬
馳
訪
。
於
是
同
心
虚
已
。
分
路
營
求
。
狐
沿
水
濱
。
銜
一
鮮
鯉
。m

2
0
5
2
5

於
林
樹
。
採
異
花
菓
。
倶
來
至
止
。
同
進

老
夫
。
唯
兎
空
還
。
遊
躍
左
右
。
老
夫
謂
曰
。
以
吾
觀
之
。
爾
曹
未
和
。m

2
0
5
2
5

狐
同
志
。
各
能
役
心
。
唯
兎
空
返
。
獨
無
相

饋
。
以
此
言
之
。
誠
可
知
也
。
兎
聞
譏
議
。
謂
狐
や
曰
。
多
聚
樵
蘇
。
方
有
所
作
。
狐m

2
0
5
2
5

競
馳
。
銜
草
曳
木
。
既
已
薀
崇
。

猛
焔
將
熾
。
兎
曰
仁
者
我
身
卑
劣
。
所
求
難
遂
。
敢
以
微
躬
。
充
此
一m

4
4
0
2
2

。
辭
畢
入
火
。
尋
即
致
死
。
是
時
老
夫
。
復
帝



釋
身
。
除
燼
收
骸
。
傷
歎
良
久
。
謂
狐
や
曰
。
一
何
至
此
。
吾
感
其
心
。
不
泯
其
迹
。
寄
之
月
輪
。
傳
乎
後
世
。
故
彼
咸
言
。
月

中
之
兎
。
自
斯
而
有
。

と
い
う
。
こ
の
類
話
と
し
て
、
大
系
本
『
今
昔
物
語
集
』
の
頭
注
に
、
『
旧
雑
譬
喩
經
』
巻
下(

)

が
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
「
狐
・
猿
・

45

獺
・
兎
」
の
四
獣
が
登
場
し
て
い
る
と
い
う
。
他
類
話
譚
に
、
『
經
律
異
相
』
卷
第
四
十
七
「
兎
王
依
附
道
人
投
身
火
聚
生
兜
卒
天
」

〔
『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
三
卷
事
彙
部
上
、

頁
〕
が
あ
る
。

253

室
町
時
代
の
『運
歩
色
葉
集
』
の
語
注
記
に
は
、

昔
、
釋
尊
菩
薩
、
行
の
砌
り
、
鳥
類
草
木
ま
で
御
心
こ
れ
あ
り
。
中
に
も
猿
は
菓
子
を
奉
る
。
獺
は
河
魚
を
献
ず
る
。
兎
は

そ
の
調
な
し
。
其
の
時
、
草
木
を
集
め
身
を
焼
き
佛
食
に
成
さ
ん
と
欲
す
。
帝
釈
こ
れ
を
感
じ
て
、
天
に
上
ら
せ
月
に
戴
か

と
と
の
へ

せ
ら
れ
ぬ
。
今
に
か
く
の
ご
と
く
月
の
中
の
兎
、
是
な
り
。

も
『
庭
訓
徃
來
註
』
十
一
月
十
二
日
の
条
の
、

又
昔
シ
釈
迦
菩
薩
ノ
行
ノ
砌
、
鳥
類
草
木
ニ
至
マ
テ
仰
心
ア
リ
。
中
ニ
モ
猿
ハ
奉
ル
二

菓
子

ヲ
一

。
狐
ハ
献
二

川
魚

ヲ
一

。
兎
ハ
无
調
法

ニ
シ
テ

不
レ

能
ハ

レ

献
ル
コ
ト
二

一
物
ヲ
一

。
其
時
集
二

草
木

ヲ
一

焼
レ

身
ヲ

欲
レ

成
二

佛
ノ
食
ニ一
。
帝
尺
ハ
感

シ
テ

レ

之
ヲ

、
天
ニ
上

テ

被
レ

載
レ

月
出

也
。
故
ニ
云
レ

尓
也
云
々
。

に
依
據
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
『
庭
訓
徃
來
註
』
の
注
釈
者
は
ど
の
よ
う
な
資
料
を
本
に
、
こ
の
よ
う
な

記
述
を
し
た
の
か
、
そ
の
出
所
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
も
成
る
。

[

補
遺]

こ
の
内
容
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
十
九
日(

金)

の
こ
と
ば
の
溜
池
「
烏
兎
」
の
項
目
に
連
関
す
る
。

ウ

ト

月
の
風
景
と
感
慨

ア
ニ
メ
シ
ョ
ン
画
像
で
は
、
ハ
ウ
ス
名
劇
場
で
放
映
さ
れ
た
『
家
な
き
子
レ
ミ
』
の
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
フ
ラ
ン
ス
の
田
園
地
帯
の
風
景

が
、
川
面
に
沈
む
夕
日
、
川
に
昇
る
月
の
風
景
が
も
の
の
見
事
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

文
章
に
書
き
出
さ
れ
た
「
月
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
、
『
レ
ト
リ
カ
』
〔
白
水
社
刊
〕
に
は
、
数
多
く
の
用
例
を
見
る
の
だ
が
、
そ
の
例

を
見
て
み
る
と
、

○
徃
来
へ
飛
び
だ
す
と
、
あ
り
が
た
い
、
雨
が
霽
れ
て
い
る
。
薄
墨
の
雲
の
中
に
、
カ
マ
ボ
コ
の
よ
う
な
月
さ
え
覗
い
て
い
る
。
〔
獅
子

は

の
ぞ

文
六
『
達
磨
町
七
番
地
』
〕

○
断
え
ず
ゆ
ら
め
く
木
ノ
上
を
／
海
月
の
や
う
に
青
ざ
め
た
／
月
が
よ
ろ
よ
ろ
泳
ぎ
ゆ
く
。
〔
与
謝
野
晶
子
『
舞
ご
ろ
も
』
「
今
夜

く

ら

げ

の
空
は
血
を
流
し
」
〕

○
月
は
宇
宙
の
ろ
う
そ
く
。

心
の
た
き
火
。

詩
人
た
ち
の
夢
枕
。
〔
長
谷
川
時
夫
『
宇
宙
の
森
へよ
う
こ
そ
』〕

○
欅
の
梢
に
引
っ
掛
か
り
そ
う
な
位
置
に
満
月
が
浮
か
ん
で
い
た
。
欅
の
葉
は
一
枚
一
枚
磨
い
た
よ
う
に
光
っ
て
い
た
が
、
樹
全
体

は
夜
空
に
貼
り
つ
い
た
影
絵
だ
っ
た
。
血
管
が
透
け
て
見
え
そ
う
な
赤
味
を
帯
び
た
大
き
な
月
だ
。
〔
立
松
和
平
『
彼
岸
の
駅
』〕

○
鎌
の
よ
う
な
月
が
、
黒
い
空
を
切
り
裂
き
な
が
ら
飛
び
つ
づ
け
て
い
た
。
風
に
流
さ
れ
る
雲
が
早
か
っ
た
か
ら
、
月
は
ま
る
で
蒼

白
い
飛
行
物
体
の
よ
う
だ
。
〔高
樹
の
ぶ
子
『
残
光
』〕

「
金
色
の
丸
い
月
」
の
風
景
描
写
の
効
果
及
び
作
者
の
意
図

○
ぼ
ん
や
り
し
た
わ
た
し
の
目
に
、
見
は
る
か
す
海
辺
の
緑
の
砂
地
が
う
か
ん
で
く
る
。
頭
上
の
紺
碧
の
空
に
、
一
輪
の

金
色
の
丸
い
月
が
懸
か
っ
て
い
る
。
そ
の
下
は
海
辺
の
砂
地
で
、
見
渡
す
限
り
緑
の
す
い
か
が
植
わ
っ
て
い
る
。

○
ま
ど
ろ
み
か
け
た
わ
た
し
の
目
に
、
海
辺
の
広
い
緑
の
砂
地
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
の
上
の
紺
碧
の
空
に
は
、
金
色

の
丸
い
月
が
懸
か
っ
て
い
る
。（
魯
迅
『
古
郷
』
竹
内
好
訳
）

※
取
り
留
め
が
き
か
な
く
な
っ
た
状
態
の
中
国
社
会
は
、
色
で
表
現
す
る
と
「
紺
碧
」
で
あ
る
。
「
金
色
の
丸
い
月
」
は
、
希
望
。
紺
碧
の
空



の
中
に
ひ
と
き
わ
輝
く
金
色
の
月
は
新
し
い
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

月
夜

●
与
謝
野
晶
子
『
月
夜
』
の
書
き
出
し
「
お
幸
の
家
は
石
津
村
で
一
番
の
旧
家
で
そ
し
て
昔
は
大
地
主
で
あ
つ
た
為
め
に
、
明
治
の

か
う

い

し

づ

む

ら

た

維
新
後
に
百
姓
が
名
字
を
拵
へ
る
時
に
も
、
沢
山
の
田
と
云
ふ
意
味
で
太
田
と
附
け
た
と
云
は
れ
て
居
ま
し
た
。
」…
「月
夜
で
す

み
や
う

じ

こ
し
ら

い

お

ほ

た

つ

も
の
提
灯
は
持
た
な
い
で
も
い
い
し
。
」
…

ち
や
う
ち
ん

○
そ
の
海
の
斷
面
の
や
う
な
月
夜
の
下
で
、
花
園
の
花
々
は
絶
え
ず
群
生
し
た
蛾
の
や
う
に
ほ
の
白
い
圓
陣
を
造
つ
て
ゐ
た
。
〔
横

光
利
一
『
花
園
の
思
想
』
〕

月
夜
烏
（つ
き
よ
が
ら
す
）
月
の
明
る
い
晩
に
、
浮
か
れ
て
鳴
き
だ
す
カ
ラ
ス
の
こ
と
。
飲
兵
衛
の
人
の
例
え
に
も
使
わ
れ
る
。

月
の
語
彙

☆

月

つ
き

〔天
文

〕

「
―
が
出
る
／
昇
る
／
隠
れ
る
」
「
―
と
鼈
」

す
つ
ぽ
ん

05

【月
世
界
】
か
ぐ
や
姫
は
―
の
人
で
し
た
。

げ

つ

せ

か

い

三
秋

上
弦
（
じ
ょ
う
げ
ん
）
、
下
弦
（
か
げ
ん
）
、
げ
げ
ん
、
弓
張
月
（
ゆ
み
は
り
づ
き
）
、
片
割
月
（
か
た
わ
れ
づ
き
）
、
弦
月
（
げ
ん

げ
つ
）
、
半
月
（
は
ん
げ
つ
）
、
月
の
弓
（
つ
き
の
ゆ
み
）
、
月
の
舟
（
つ
き
の
ふ
ね
）
、
上
り
月
（
の
ぼ
り
づ
き
）
、
下
り
月
（
く
だ
り
づ
き
）
、

望
く
だ
り
（
も
ち
く
だ
り
）
、
有
明
（
あ
り
あ
け
）
、
有
明
月
（
あ
り
あ
け
づ
き
）
、
朝
月
（
あ
さ
づ
き
）
、
朝
月
夜
（
あ
さ
づ
く
よ
）
、
昼

の
月
（ひ
る
の
つ
き
）
、
夕
月
（
ゆ
う
づ
き
）
、
夕
月
夜
（
ゆ
う
づ
き
よ
）
、
宵
月
（
よ
い
づ
き
）
、
宵
月
夜
（
よ
い
づ
き
よ
）
、
四
日
月
（
よ
っ

か
づ
き
）
、
五
日
月
（
い
つ
か
づ
き
）
、
八
日
月
（
よ
う
か
づ
き
）
、
十
日
月
（
と
お
か
づ
き
）
、
二
十
日
月
（
は
つ
か
づ
き
）
、
月
の
出
（
つ

き
の
で
）
、
月
の
入
（
つ
き
の
い
り
）
、
入
る
さ
の
月
（
い
る
さ
の
つ
き
）
、
月
上
る
（
つ
き
の
ぼ
る
）
、
月
渡
る
（
つ
き
わ
た
る
）
、
月
傾
く

（
つ
き
か
た
む
く
）
、
月
落
つ
（
つ
き
お
つ
）
、
月
更
く
る
（
つ
き
ふ
く
る
）
、
遅
月
（
お
そ
づ
き
）
、
月
の
秋
（
つ
き
の
あ
き
）
、
月
夜
（
つ
き

よ
）
、
月
よ
み
（
つ
き
よ
み
）
、
月
夜
烏
（
つ
き
よ
が
ら
す
）
、
月
の
輪
（
つ
き
の
わ
）
、
月
の
暈
（
つ
き
の
か
さ
）
、
幻
月
（
げ
ん
げ
つ
）
、
月

白
（
つ
き
し
ろ
）
、
姮
娥
（
こ
う
が
）
、
嫦
娥
（
じ
ょ
う
が
）
、
玉
兎
（
ぎ
ょ
く
と
）
、
月
の
兎
（
つ
き
の
う
さ
ぎ
）
、
月
の
蟾
（
つ
き
の
か
え

る
）
、
月
の
鼠
（
つ
き
の
ね
ず
み
）
、
月
の
桂
（
つ
き
の
か
つ
ら
）
、
月
の
都
（
つ
き
の
み
や
こ
）
、
月
宮
殿
（
げ
つ
き
ゅ
う
で
ん
）
、
月
の
鏡

（
つ
き
の
か
が
み
）
、
月
の
剣
（
つ
き
の
け
ん
）
、
月
の
氷
（
つ
き
の
こ
お
り
）

☆

月
代

つ
き
し
ろ

三
秋

月
白
（
つ
き
し
ろ
）

☆

上
り
月

の
ぼ
り
づ
き

三
秋

上
弦
の
月
（
じ
ょ
う
げ
ん
の
つ
き
）

☆

降
り
月

く
だ
り
づ
き

三
秋

下
り
月
（く
だ
り
づ
き
）、
下
弦
の
月
（
か
げ
ん
の
つ
き
）、
望
く
だ
り
（も
ち
く
だ
り
）

☆

盆
の
月

ぼ
ん
の
つ
き

初
秋

☆

初
月

は
つ
づ
き

仲
秋

初
月
夜
（は
つ
づ
き
よ
）

☆

二
日
月

ふ
つ
か
づ
き

仲
秋

繊
月
（せ
ん
げ
つ
）
、
二
日
の
月
（ふ
つ
か
の
つ
き
）

☆

三
日
月

み
か
づ
き

仲
秋

三
日
の
月
（
み
っ
か
の
つ
き
）
、
月
の
眉
（
つ
き
の
ま
ゆ
）
、
眉
書
月
（
ま
ゆ
が
き
づ
き
）
、
眉
月
（
ま
ゆ

づ
き
）
、
三
日
月
眉
（
み
か
づ
き
ま
ゆ
）
、
新
月
（
し
ん
げ
つ
）
、
若
月
（
じ
ゃ
く
げ
つ
）
、
月
の
剣
（
つ
き
の
つ
る
ぎ
）
、
鎌
月
（
か
ま
つ
き
）
、

蛾
眉
（が
び
）
、
初
魄
（
し
ょ
は
く
）

☆

弓
張
月

ゆ
み
は
り
づ
き

三
秋

弦
（
ゆ
み
は
り
）
、
上
の
弓
張
（
か
み
の
ゆ
み
は
り
）
、
下
の
弓
張
（
し
も
の
ゆ
み
は
り
）
、
弦
月

（げ
ん
げ
つ
）
、
半
月
（は
ん
げ
つ
）
、
片
割
月
（
か
た
わ
れ
づ
き
）
、
月
の
弓
（
つ
き
の
ゆ
み
）、
月
の
舟
（つ
き
の
ふ
ね
）

☆

夕
月
夜

ゆ
う
づ
き
よ

三
秋

夕
月
（
ゆ
う
づ
き
）
、
夕
月
夜
（
ゆ
う
づ
く
よ
）
、
宵
月
（
よ
い
づ
き
）
、
宵
月
夜
（
よ
い
づ
き
よ
）

☆

待
宵

ま
つ
よ
い
仲
秋

小
望
月
（こ
も
ち
づ
き
）

☆

春
月

し
ゆ
ん
げ
つ

朧
月
（お
ぼ
ろ
づ
き
）

☆

寒
月

か
ん
げ
つ

☆

名
月

め
い
げ
つ
仲
秋

十
五
夜
（
じ
ゅ
う
ご
や
）
、
仲
秋
節
（ち
ゅ
う
し
ゅ
う
せ
つ
）
、
芋
名
月
（
い
も
め
い
げ
つ
）
、
今
日
の
月
（き

ょ
う
の
つ
き
）
、
今
宵
の
月
（こ
よ
い
の
つ
き
）
、
月
今
宵
（
つ
き
こ
よ
い
）、
三
五
夜
（
さ
ん
ご
や
）
、
三
五
の
月
（
さ
ん
ご
の
つ
き
）、
端
正



の
月
（
た
ん
し
ょ
う
の
つ
き
）
、
名
高
き
月
（
な
だ
か
き
つ
き
）
、
望
月
（
も
ち
づ
き
）
、
望
の
夜
（
も
ち
の
よ
）
、
満
月
（
ま
ん
げ
つ
）
、
明

月
（
め
い
げ
つ
）

☆

良
夜

り
ょ
う
や
仲
秋

良
宵
（
り
ょ
う
し
ょ
う
）
、
佳
宵
（
か
し
ょ
う
）

☆

無
月

む
げ
つ
仲
秋

曇
る
名
月
（く
も
る
め
い
げ
つ
）
、
仲
秋
無
月
（ち
ゅ
う
し
ゅ
う
む
げ
つ
）
、
月
の
雲
（つ
き
の
く
も
）

☆

雨
月

う
げ
つ
仲
秋

雨
名
月
（
あ
め
め
い
げ
つ
）
、
雨
夜
の
月
（
あ
ま
よ
の
つ
き
）
、
雨
の
月
（
あ
め
の
つ
き
）
、
月
の
雨
（
つ
き
の
あ

め
）

☆

十
六
夜

い
ざ
よ
い
仲
秋

い
ざ
よ
う
月
（
い
ざ
よ
う
つ
き
）
、
二
八
夜
（
に
は
ち
や
）
、
十
六
夜
（
じ
ゅ
う
ろ
く
や
）
、
既
望
（
き
ぼ

う
）

☆

立
待
月

た
ち
ま
ち
づ
き
仲
秋

十
七
夜
（
じ
ゅ
う
し
ち
や
）、
立
待
（た
ち
ま
ち
）

☆

居
待
月

い
ま
ち
づ
き
仲
秋

座
待
月
（
い
ま
ち
づ
き
）、
居
待
（
い
ま
ち
）
、

十
八
夜
月
（じ
ゅ
う
は
ち
や
づ
き
）

☆

臥
待
月

ふ
し
ま
ち
づ
き
仲
秋

寝
待
月
（ね
ま
ち
づ
き
）
、
臥
待
（ふ
し
ま
ち
）
、
寝
待
（ね
ま
ち
）

☆

更
待
月

ふ
け
ま
ち
づ
き
仲
秋

更
待
（
ふ
け
ま
ち
）
、
亥
中
の
月
（
い
な
か
の
つ
き
）
、
二
十
日
亥
中
（
は
つ
か
い
な
か
）
、
二
十
日

月
（は
つ
か
づ
き
）

☆

宵
闇

よ
い
や
み

仲
秋

☆

有
明
月

あ
り
あ
け
づ
き

仲
秋

有
明
（あ
り
あ
け
）、
朝
月
（
あ
さ
づ
き
）、

朝
月
夜
（あ
さ
づ
き
よ
）、
明
の
月
（あ
け
の
つ
き
）
、
残
る
月
（の
こ
る
つ
き
）
残
月

ざ
ん
げ
つ

☆

真
夜
中
の
月

ま
よ
な
か
の
つ
き

仲
秋

二
十
三
夜
（
に
じ
ゅ
う
さ
ん
や
）

☆

後
の
月

の
ち
の
つ
き

晩
秋

二
夜
の
月
（ふ
た
よ
の
つ
き
）
、
十
三
夜
（
じ
ゅ
う
さ
ん
や
）
、
豆
名
月
（
ま
め
め
い
げ
つ
）
、
栗
名
月

（
く
り
め
い
げ
つ
）
、
名
残
の
月
（な
ご
り
の
つ
き
）
、
女
名
月
（
お
ん
な
め
い
げ
つ
）
、
姥
月
（
う
ば
づ
き
）

《
補
注
》

※
１
，
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
の
「
つ
き
【
月
】
」
の
補
注
２
で
、
「
月
は
、
「
つ
き
」
の
ほ
か
、
古
来
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ

た
。
つ
く
、
つ
く
よ
、
つ
く
よ
み
、
つ
く
よ
み
お
と
こ
、
つ
き
ひ
と
、
つ
き
ひ
と
お
と
こ
、
さ
さ
ら
え
お
と
こ
、
か
つ
ら
お
と
こ
、
の
の
さ

ま
、
つ
き
し
ろ
、
月
輪
、
月
霊
、
月
魄
（
げ
っ
ぱ
く
）
、
月
陰
、
太
陰
、
陰
宗
、
陰
魄
、
玉
輪
、
玉
魄
、
玉
盤
、
月
兎
（
げ
っ
と
）
、
玉
兎
、

陰
兎
、
玉
蟾
（
ぎ
ょ
く
せ
ん
）
、
蟾
蜍
（
せ
ん
じ
ょ
）
、
蟾
宮
、
蟾
窟
（
せ
ん
く
つ
）
、
蟾
兎
、
桂
月
（
け
い
げ
つ
）
、
桂
輪
、
桂
魄
、
桂
窟
、

桂
蟾
、
娥
（
こ
う
が
）
、
嫦
娥
（
こ
う
が
・
じ
ょ
う
が
）
、
宮
（
こ
う
き
ゅ
う
）
、
嫦
宮
（
こ
う
き
ゅ
う
・
じ
ょ
う
き
ゅ
う
）
な
ど
。
」
と
記
述

す
る
。

※
２
，
「
名
月
」
と
「
明
月
」
と
の
混
同
。
十
五
夜
乃
至
十
三
夜
の
月
に
「
名
月
」
の
字
が
宛
て
ら
れ
た
の
は
室
町
時
代
の
『
山
密
往

来
』
〔
一
三
七
三
年
〕
南
呂
一
五
日
「
八
月
三
五
之
良
夜
者
。
九
商
〈
秋
也
〉
無
双
之
名
月
也
」
か
ら
と
い
う
。
同
じ
く
『
日
国
』
の

【
用
例
】
に
、
「
俳
諧
・
『
旅
寝
論
』
〔
一
六
九
九
年
〕
「
さ
れ
ば
三
五
十
三
夜
の
月
、
今
を
し
な
べ
て
名
月
と
い
へ
り
。
其
中
何
れ
の
月

か
不
知
、
名
月
と
い
ふ
故
有
と
聞
。
〈
略
〉
又
明
の
字
を
用
る
事
は
和
漢
と
も
に
三
五
の
清
光
を
賞
し
来
る
故
に
、
明
と
名
と
通

ひ
た
る
を
も
っ
て
通
用
は
成
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
【
語
誌
】
に
は
、
「
「
金
葉
‐
秋
・
一
八
九
」
の
詞
書
に
「
翫
二

明
月
一

と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め

る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
は
「
明
月
」
を
用
い
、
鎌
倉
時
代
ま
で
「
名
月
」
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
」
と
記
載
が
あ
る
。
※
『
淮
南

子
』
‐説
山
訓
「
明
月
之
珠
、
出
二

於
繖
腱
一

」


